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                千葉大学医学部附属病院 石塚 祐成 先生 

                      

ご無沙汰しております。2019 年 4 月から 2021 年 3 月ま

で初期研修でお世話になりました石塚祐成です。コロナウ

イルスがまだ猛威を奮っておりますが、皆さまお元気でし

ょうか。 

私は千葉大学医学部附属病院麻酔・疼痛・緩和医療科に入

局し、麻酔科専攻医として千葉大学病院で勤務しています。

千葉大学病院は千葉市中央区というところに位置していま

す。人口は約 100 万人と多く、病院近くにはモノレールが

走っており、都会に来たなぁと実感しています。千葉大学病

院はドラマのロケ地でよく使われており、週末になると朝

からロケの撮影をしていました。病院前には黒いリムジン

がとまり、医局で仕事をしていると「●門先生！大●先

生！」と大迫力の演技が聞こえてきて全然仕事が進まなか

ったです。 

千葉大学の手術室は 20 室あり、年間約 6000 例の手術麻

酔をしています。4 月から現在に至るまでほぼすべての症例

を経験でき、一般外科はじめ、呼吸器外科、心臓血管外科、

小児麻酔など多くの症例を学ぶことができました。荘内病

院で多くのことを学び、手技を習得できたおかげで特に困

ることなく研修ができています。最近は医学統計の勉強を

しており、スーパーバイザーの指導のもと後ろ向き観察研究をはじめています。たくさんの麻酔経験だ

けでなく研究など学問的なことも学べ、非常に忙しいですが充実した毎日を送っています。 

現在も千葉ではコロナが流行しており、写真のような姿で毎日麻酔をかけています。一時期はコロナ

患者で ICU が満床になり、手術制限などもありました。コロナ患者の麻酔が増え、当科スタッフもコロ

ナ陽性となったり、私もコロナ陽性者と仕事をしたことで院内接触者リストに載ったりとまだまだコロ

ナで大変な世情です。早くマスクなく気兼ねなく飲みにいける世の中に戻ることを願い、鶴岡に帰るこ

ろには成長した姿をお見せできるように日々精進していきたいと思います。皆さまも体調に気を付け、

コロナに負けず頑張っていきましょう。 
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協力病院紹介 

 
令和４年度採用臨床研修医マッチング結果を報告します 
 

 

 

        公立置賜総合病院 

副院長  

江口 英行 先生 
 

令和 2 年（2020 年）度より鶴岡市立荘内病院との間で研修協力病院

になりました公立置賜総合病院です。当院は平成 12 年（2000 年）に自

治体病院の統合再編により設立された病院で、長井市、南陽市、川西町、

飯豊町の 2 市 2 町と山形県を構成団体とする置賜広域病院企業団の中核病院です。置賜地区の二次

医療圏には上記市町のほか、米沢市、高畠町、白鷹町、小国町も含まれるので、約 20 万人の医療に

あたることになります。また、再編にあたってはサテライト方式を採用し、高度急性期医療は当院

で担い、慢性期・回復期医療はサテライト施設で行うという機能分担を図っています。 

山形県南の置賜地区において唯一の 24 時間対応の救命救急センターを有するため、一次から三次

までほぼ全ての救急患者が搬送され、救急専門医と研修医も含めた全科医師が対応しています。病

床は 496 床（一般 426 床、感染 4 床、精神 46 床、救命救急センター20 床）で、令和 2 年度の外来

患者数は 212,262 人、退院患者数 9,928 人、救急車搬送患者数 3,470 件、手術件数 3,151 件などで

す。開院して 22 年目とまだ若い病院ゆえに、指導スタッフも全体的に若く活力があり、医師も 121

人（令和 3 年 4 月）と充実し、50 近くの学会から専門研修施設の認定を受けています。常勤医は皮

膚科以外ほぼ全ての分野で揃い、医局は大きく二つの部屋に分かれていますが、各診療科間の垣根

が低く雰囲気が良いため、普通のコンサルトも非常にしやすいと研修医には好評です。 

特に当院の特徴というものはないと思いますが、病院と

レジデントハウスはのどかな田園地帯にあるので、ネオ

ンが恋しい人には寂しいかもしれません。しかし普段は

みっちり勉強し、オフには南陽市赤湯温泉街や米沢・長

井市内に繰り出して置賜の美味しい食べ物を堪能する

楽しみもあります。研修医の皆さん、機会がありました

ら是非当院へ勉強しに来てください。 

 

 

 

 

採用年度 定員 
マッチング 

採用者数 

2次募集 

採用者数 
計 

令和３年度 ５ １ ２ ３ 

令和４年度 ５ ５ ０ ５ 
 

 

 

先輩の皆さまのお便りをお待ちしています。連絡先が変更になった場合もご連絡をお願いします。 

【連絡先】 

鶴岡市立荘内病院臨床研修秘書 伊藤 江里子 

電話：0235-26-5111 Email：kenshu-secretary@shonai-hos.jp 

募集定員5名に対して、5名のフルマッチとなりまし

た！新型コロナウイルス感染症の影響を受け、例年

通りのガイダンス等への参加が難しい中、リクルート活

動にご協力いただいた皆さまに感謝申し上げます。 

目指せ！来年度もフルマッチ！！！ 


